
至誠館大学シラバス 2017(仮) 

講義コード  科目区分 専門教育科目 

(フリガナ) ケイエイノジッサイⅠ（トッコウ） (フリガナ) オオツタ カツイ 

授業科目名 経営の実際Ⅰ（特講） 担当教員名 大蔦 勝威 

英文授業科目名 Actual condition of managementⅠ 

基準年次(開講期) 4年（前期） 履修形態 選択 

曜日/ 時限/ 講義室 金 3限／池袋 

授業の方法 講義 
授業の方法 

（詳細情報） 
講義 

単位 2 週時間 2 

授業のキーワード 社会に出て役立つ「実学」重視 

授業概要・目的 

トランプ米大統領の誕生で、今年の世界経済は予測不能な状況にある。当然、日本経済・経営も大きく揺さぶられる

ことは確実。こうした状況を常に注視し、冷静な分析を学生諸君に伝えることを第一としながら、共に考える授業を

行っていく。 

到達度評価の評価項目 

① 授業をどれだけ理解できているか。 

② 「自分はこう考える」という意識を常に持って授業を受けてもらいたい。それが試験の成績に必ず反映される。 

 

第 1回 
３月の日銀短観で示される経営者の景況感を中心に今年度の経済を展望 

  

第 2回 
春闘（賃金引上げ）の状況を展望 

  

第 3回 
シリーズ「働き方改革はどこまで進むか」① 

  

第 4回 
シリーズ「働き方改革はどこまで進むか」② 

  

第 5回 
シリーズ「働き方改革はどこまで進むか」③ 

  

第 6回 
シリーズ「働き方改革はどこまで進むか」④ 

  

第 7回 
３月期決算の分析を中心に、企業業績の今後を予測 

  

第 8回 
トップ人事は最高のドラマ ㊤ 

  

第 9回 
トップ人事は最高のドラマ ㊦  

  

第 10回 
企業研究 ① 

  

第 11回 
企業研究 ② 

  

第 12回 
企業研究 ③ 

  

第 13回 
業界展望 ㊤ 

  

第 14回 
業界展望 ㊦ 

  

第 15回 
授業の総括と試験について 

 

教科書・参考書等 教科書は使用しない 

授業で使用する機器等 特にない 

予習・復習へのアドバイス 新聞など活字に触れる機会を増やしてほしい 

履修上の注意・受講条件等  

成績評価の基準等 試験５０点、出席５０点を基準とする 

メッセージ  

オフィスアワー  

その他  

 

授　業　計　画


